
 

 

Central Japan Startup Ecosystem Consortium 拠点形成計画の概要について 

 

 

１ 連携の目的 

日本を代表する世界的な製造業の集積地として、日本経済を牽引する「浜松」と「愛知・名

古屋」の２つのコンソーシアムが、「Central Japan Startup Ecosystem Consortium」を形成。 

両地域が、共通の基盤である産業基盤と地域間の密接なつながりを活かし、共通のビジョン

をもって、革新的なイノベーションとスタートアップの創出、シナジー効果の発揮に一体的に取組

み、世界に伍するグローバルなスタートアップエコシステムを形成する。 

 

２ 期待されるシナジー効果 

■コミュニティ間の繋がり・相互参加、ソフトの共有等による対流・交流の促進（参加者の多様

化・熱量の高まり） 

■自動車を始め共通の産業基盤での連携・連合の拡がり・深化と、工作機械・ロボット、新素材、

光（フォトン）、農林水産業等、各地域・大学の先端技術・先進的な取組を活かしたオープン

イノベーション・異分野融合の進展 

■ブランド力・知名度の向上による域外・海外の人材・投資の呼び込み   

■行政間の取組・課題・知恵の共有による打ち手のブラッシュアップと迅速化  

■本連合をきっかけとする愛知・名古屋をハブとした中部圏全体の都市間・拠点間連携の進

展・具体化 

 

３ 今後の取り組み 

   (1)各拠点におけるスタートアップ支援施設の連携 

「なごのキャンパス」「INNOVATOR’S GARAGE」「ステーション Aｉ」「FUSE」「はままつトライアル

オフィス」など、各拠点のスタートアップ支援施設において、イベント募集の相互協力、利用者

に対する各施設の紹介、通信回線でつないだ複数施設におけるイベントの同時開催、連携に

よるアクセラレーションの実施など、相互連携によるスタートアップ支援に取り組む 

(2)地域企業とスタートアップのマッチング支援 

各拠点のピッチイベントやマッチングイベントにおいて、お互いのスタートアップ、中小企業、大

企業などが参加し合うことで、スケールメリットを生かした多種多様なオープンイノベーションの

場づくりに取り組む。 

(3)グローバル化への対応 

各拠点で活躍するスタートアップの海外展開や海外スタートアップ企業の誘致・集積について

連携による支援に取り組む。 

 

 

 

 

別紙資料 



４ 各拠点（浜松および愛知・名古屋）の計画概要 

 

 


